
地域学校協働活動推進事業　運営協議会別 実施状況

学　校 4 名

その他 0 名

7/3 教育課程内

(月)

7/31 教育課程外

(長)

9/3 教育課程内

(日)

9/16 教育課程外

(土)

10/29 教育課程外

(日)

1/30 教育課程内

(火)

2,132 403 37 22 100 72 2,766

◎主 学習支援 0 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 3 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 9 回

○従 学習支援 0 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 3 回　・　体力健康 6 回　・　学校支援 0 回

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 12 回 （分野分類）
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9

8

サッポロテイネスキー場 地域人材

7

18 32 1,114

スキー学習支援（計４回実
施）

札幌らしい教育の一つとなっている「雪」の活動推進と安
心安全なスキー学習が実施できるよう活動。少人数で活動
することで機動力が高くなり例年以上にたくさん滑ること
ができた。(1/30、2/6、2/9、2/15実施)

1,040 0 20 46

826

学校周辺の地域 －

400 360 0 6 58 25 ◎

さっぽろで一番あたたかいハ
ロウィン

創成イーストのイベントとして定着しつつあるイベント成功の一
端を担う。児童が地域の人と関わり新たな出会いを楽しむ機械と
した。児童にとっては地域発見、保護者にとっては温かい地域の
関わりを知ってもらう時間となった。

○ ◎

58

地域のお祭りの一舞台を借りて、昨年度、発足した中央小
学校スクールバンドによる地域演奏会を実施した。コロナ
以降、数年ぶりの子どもたちの出演とあって、観覧者から
アンコールがかかるほど、盛況であった。 35 13 3 1 3

地域人材

4 ◎

頓宮秋の例祭

5 12

「ランドセルは海を越えて」
写真展＆講演会（地域公開と
授業にて計３回実施）

４年生国語の時間を使って講演会と写真展を開催。また学
習の機会を学校だけではなく、地域にも公開した。市民
ギャラリーの地下鉄掲示板を使用し、多くの方に観覧いた
だいた。（9/3、9/4、9/5実施） 140 15 5 33

3

北海道神宮　頓宮

○ ◎

中央小グラウンド、体育館
地域人材、NPO法人E-LINK、聖園こどもの家保育士、児童会
館職員　等

220 15 0 4 16 9

体育館 内堀タケシ氏（写真家）

180

4 0 14

プール NASスポ―ツクラブ（株）

324297 0

2642 ◎

中央小グラウンドプレイパー
ク

夏休みのグラウンドを活用して、地域交流の場とした。多くの来場者に
対応できるよう５つのコーナーを用意し、グラウンドと体育館を開放し
て実施した。中央小の児童を始め、認定こども園などの未就学児も多数
参加し、様々な年齢の子どもたちが思い思いのコーナーで楽しみながら
遊んでいた。

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ○ ◎

１、２年生水泳学習出前授業
（計２回実施）

地域の企業の協力を得て、安心して水に触れて楽しむ感覚
を養った。水泳指導のプロが見守るなか安全な学習がで
き、水泳指導を間近で見ることができた教員の学びにも
なった（7/3、7/4実施）

会議開催 4 回 開催月 5月、６月、９月、12月
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9

校長、教職員３

ＰＴＡ 0 名

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 6 名 元おやじの会会長、元PTA会長、元教職員、NPO法人E-LINK代表理事、聖園こどもの家主任保育士、児童会館職員

協議会
構成

合　計 15 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 11 名 元おやじの会会長、元PTA会長、元教職員、NPO法人E-LINK代表理事、聖園こどもの家主任保育士、児童会館職員、東北・東まちづくりセンター所
長、苗穂まちづくりセンター所長、東地区青少年育成委員会会長、東北地区青少年育成委員会会長、苗穂地区青少年育成委員会会長

協議会名 中央小学校　地域連携協議会

代表者 加藤　公彦 （元おやじの会会長）

令和５年度　

学校名 中央小学校 【中央区】


